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第 1号議案 

平成 30 年度事業報告         

自 平成 30年 4月 1日  至 平成 31年 3月 31日 

 

昨年度は、事業計画通りの事業を行うことが出来ました。特に札家連研修会では、福祉事業所の合同説明会を

開催し会員や当事者だけではなく、参加された事業所の方々から、「また開催してほしい」との声を数多く頂き

ました。このことは、ネットでの情報発信が主流の現状に対して、顔を合わせてのコミュニケーションの機会を

支援者である事業所も望んでいるということだと思います。当日事業所のスタッフと一緒に参加された就労事業

所に通所する当事者の方々の生き生きとした姿に出会えたことは、なかなか社会に出ていくことが困難な当事者

を抱える家族にとっては、大変励みになったのではないでしょうか。また、研修会に参加した事業所や当事者の

方々がこの機会を通して賛助会員となり、札家連の事業を応援してくれる仲間になってくれました。 

札家連の「家族による家族相談」も有志によるボランティアで引き続き行いました。一人ひとりの相談者にじ

っくりと話しを聴く家族相談は、毎回、定員一杯の状況で、一度の相談ですぐ解決できるわけではなく、継続し

て相談ができる場となっています。 

以上のように関係機関と連携していくことでより一層活動の幅が広がりました。 

 

 

【札家連組織（昭和 50年 3月 22日発足）】 

  １．家族会数  16家族会（１団体増） ＜内訳・地域家族会 12・病院家族会 4＞ 

  ２．会員数   家族会員・個人会員  252名（前年比 3名減） 

賛助会員        78件（前年比 11増 ）  
＜内訳・団体 42 前年比 6 増 ・個人 36 前年比 5 増＞ 

【事業・活動実績】 

 １．会議開催 

  １）第 20回 通常総会   平成 30年 5月 10日（木） 

  ２）定例理事会開催 2回  平成 30年 6月 14日(木)  平成 31年 3月 14日（木） 

  ３）理事打合せ      毎月第 2木曜日（1.7月を除く） 

  ４）家族会会長会議    毎月第 2木曜日（年 8回 1.5.7.10月を除く）  

 

 ２．精神保健福祉思想の普及および啓発、広報活動 

  １）札家連大会      平成 30年 10月 20日（土）参加者：124名 

・基調講演      テーマ「自分自身で共に～当事者の力、家族の力～」 

     講  師      向谷地 生良先生 北海道医療大学教授 

               べてるの家のメンバー 

    ・公  演      ダンディー・フォー 

    ・家族交流会     べてるの家のメンバーも参加し、少人数に分かれ交流を図る 

 

  ２）札家連会員研修会   平成 30年 7月 12日（木） 

参加人数 11家族会 77名（昨年の 2倍）事業所・事務局含 136名 

               「福祉サービス事業所合同説明会」 

 

３）精神療養講座     毎月第 3土曜日 年 11回（10月を除く） 

  ４）会報誌「かっこう」の発行 奇数月年 6回    各 600部   

  ５）「精神障がい者が活用できる諸制度」（改訂版）  5月に発行  
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３．精神障がい者の社会参加促進事業    

   社会参加促進事業の一環として体力向上および交流を目的とする 

    ①ソフトボール大会   と き：平成 30年 7月 24日（火）・8月 2日（木） 

                ところ：つどーむ  参加者：延べ人数 430名 11チーム 

 

    ②体育大会       と き：平成 31年 3月 6日（水）               

                ところ：中央体育館  参加者：約 400名 22団体 

種目 ソフトバレーボール・卓球  

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

４．障がい者を抱える家族に対する相談指導及び事業 

  １）一般相談業務       ・来所または電話、メールによる相談 

  ２）未加入家族への働きかけ 

・札家連しおり「家族会へ入会のおすすめ」を発行し精神療養講座等で配布（内容の見直し） 

・精神療養講座会場にて加盟家族会のチラシ配布 

・ホームページで札家連活動を紹介 

・病院家族会へ札家連加盟家族会加入促進のための活動 

３）会員及び一般市民のための家族による相談室・サロン、会員のための無料年金相談会開催 

・家族による家族のための家族相談室 毎月 3回 曜日は不定期 個人または集団での面談・電話 

                  担当 家族会員、ソーシャルワーカー、作業療法士 

    ・「河野サロン 」 第 1回目 6月 21日（木） 参加者  9名 4家族会 賛助会員 

             第 2回目 11月 22日（木）参加者 12名 2家族会 賛助会員 

             第 3回目 平成 31年 3月 28日（木）参加者 12名 2家族会 賛助会員 

   ・社会保険労務士熊谷たか子先生の「年金個別相談会」を無料で開催 参加者 2家族 3名 

 

  ５．札幌市（精神保健福祉センター含む）との協力関係等 

１）精神障がい者福祉施策の改善要望等  

２）札家連主催各スポーツ大会へ市長杯授与 

３）精神療養講座へ札幌市精神保健福祉センターから精神科医師の講師派遣 

 ６．札幌市指定管理業務 

   １）地域生活支援センターさっぽろの運営 

 ７．札幌市業務委託事業 

   １）札幌市精神科救急情報センター業務 

   ２）心の健康づくり電話相談業務 

８．札幌市及び関係機関の各種会議に参加 

   １）札幌市障がい者施策推進審議会の委員 

   ２）札幌市社会福祉協議会の評議委員 

   ３）札幌市精神保健福祉審議会の委員 

   ４）北海道精神保健福祉審議会の委員 

   ５）北海道精神保健推進協会の評議委員 

   ６）札幌市福祉のまちづくり推進会議の委員 

   ７）障害者週間記念事業実行委員会の副実行委員長（札幌市各区長訪問後、札幌市長へ報告） 

   ８）心の輪を広げる障害者理解促進事業選考委員会の委員 

   ９）手話・障がい者コミュニケーション検討委員会の委員  

１０）札幌市障がい者虐待防止ネットワーク会議の委員 

１１）札幌市共生社会推進協議会委員 

１２）障がい者コミュニケーション促進委員会 

               

 


